


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































k二」○〇七〇RO　 O七〇kOnO　hi・七〇q七e　 Zik二i　1（ee　 CUユ（eb．arU　 jUl・va｝・aコrU．］9・SQOqk二ee
　　京都の　　　男の　　　入って　　すぐ　ケー（を）つける（って）言うの。　　　ソーケー
＋Jokpmw　nee　ano　scN　na　，ias±　mo　ijarasiiwaa　juut，e　mata　kee　ju’ataha．ru
．とか　　ね。　あの　そんな　だからもう　いやらしいわ　　　って・　『また　　ケー　言っているσ・
iqcu皿O　ju論ahaでu．
いつも　　言ってる。
車輌謬・・署鷲．・『ぎ鋤号・ゐ・編垣黙ち噌謬9専藩細書
撃2ahaで禦．甥O　h鵬1…．一tt／．　・■tt∵
SOokee　bO　rOkas顕i　juware七aharuwa
ソーケー〈男のへrdS）ボロカスに　　言測れてるわσ
・ih・Qk・…kit・・hl・・wa　h・・imee七・謝・wah…k・d・・ee　k・d・nゆ11
地方から　　　来た　　人は　　はじめは　　とまどうけれど　　　　ね。　けど．2年
・・k…e脚・a脚．狙…j・…・k」・・・・…c飯・h・ゆ尋．、．1
二圃生ぐらいに　　　なったら　もう　上手に　　京都弁を　　　使うは　　　ねo
soN　kaari　kogc±mo　kawaruwa　nee
　そのかわり　こっちも　変わるわ　ね◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸1120一
8
g
o
9
kjoo七〇be　Nde　nee　k：e　Nka　dekihi　N　iwahaユru　desjoO　’（9　hUU　N）　　　　　　　　　　　’
　　京都弁で　ね鐸聾ができない（って）言うでしょう。
。ka，i七。　n・kj・・七・憾d。m・・tee　ki・ui　iika’ ｵa。urαhi七。七。kaa　an。。
おrかしくてね。　　京都弁でも　　　　ね　　　きつ。　言い：方㈲する人とか　　　　あの
mOnosugo．　tj　as　asii　iika七a　suru　hiも〇七〇　iroiTO　ijahaTusi
ものすごく　やさしい　　言い方．（を）する　人と　・いろいろ　いるから◎
kjoO七〇be慮e　ke磁a　dekirいユee
京都弁で　　　　喧嘩　　できる　　ね。
　　の　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
SOコa　コaqpas．■　〔〕aru　N3　a　凱O　N捻ee
そうよ　やっぱり　やるんだ　　ものねO
mOo　3i七eでu　mo恥ee．
　もう　してる　　ものねo
keqk：○○
けっこう。
鳳elnO　hO耽Qn。　n．a越（a　k：e醸a七e　ja：kuごakuzar主。　hi七〇jaL＝a　ne　ja■ahaでu
でもクまんとのなにか喧薙ってヤクヤクザの入やらねする
ke暦ka　jaq七a．ra｝くaN＄aiま）e　NraO　hO　Pa　kQwai捻O　cigauu
喧嘩　　だったら　　関洒弁の　　　方が　こわいんじゃ　ない。
’t”○OkjOO1）eNde　papapa…　　　qむO　iha．NIIOjori澱OQ　rユecinecii（k．t’O　nee
東京弁で．　　　　パパッと　　　　　　言うのよりも，　　ネチネチつと　　　ね
iwaha　ru！’！00ga　kowai　陰100waa
言う　　　　方が　　こわい（と）思うわo
soq．ka1110　siユコa　Nτユaa
そうかも　しれない　わ。
hON＋・ono幻○〇七Qbe就e　atasira　mO　si］raNMO・N　ne
ほんとの　　京都弁って　　　わたし達はもう　知らないものね◎
sira，N狙ON　nee
　知らないもの　ねQ
wakarahe　N
　わからないわO
nak二a尋joowa，　mOOSU．90　kibisまi　N　ja七e　nee
　中京は　　　　竜のすごく　厳しいん　　ですってね〇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一耀2｛弼’
、
轟
○
9
き
⊃
Q
／
o
ラ
wa七asi七〇kO　］noo　iでO　Nna　ko七〇ba　ir士maziq七erusU
わたし（⑳駈㈹もう　いろんな’習葉が　　いりまじってるし。・
nak：agj　ono　cikakUdemo　｛置ame　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
棘の　　近くでも　1F翻？－一・一’．　e　　　　　　．　1・　
Wa七aSi七〇kOWa　nak：a　gjOO　CigaUS二L　nee　Cika㎞U　jUU七aq七e　mOO　OSirO｛｝a
わたし（IO）所は　　　中京（では）ないし　　　・ね。　近く　　　　たって．・もう　　澄城が
a］？U逼ja，　naa　a七asitOko
あるの　　ね　　わたし＠）所はQ
｝（麦e　c3．aibu．　hanare幽tex’usi
で　　だいぶ　離れてるし◎
wa七a＄蜘。　tO1・Σodacide　ne　ano　naka編OO捻090hU1くujasa煕O　Ree
わたしの　　　友達で　　　　ね　あの　中京の　　　　呉呼屋さんの　　　ね
○勾α3a彌a’，鱗alq七aN
語嬢さんが　　いたの。
麟篇a磁瀦顕kiiha工着uno　jo　ne　ija　Obaasa冠oidejasu　Qk縞aha聾
そしたら　制ばあさん6）s）．来るの孟．．　ね。いや　細ずあさんいらっしゃいQlお母さ夕1
（）haa＄ξ工郊Gi（iejasi甲ヒa　ee　ju．uもe　6uwaha℃読1亜ja
お轍あさんがいらっしゃつたわ　（と）　「言うのよ。
一ドla、熱．○翫（）
　　 ｲノ
いや　ほんとうO
WεむもaΣ3：Σ論（）　hOOτ1i　l！rαkaq七e　hQna　ikOqkaa　jUU捻ja
私の　　　　方に　　向かって　　rそれなら行こうか」って．いうのよ○
δOjaε燃kairよi　r｝εしNjaエnono　q，kO　rjoOme　N　cukaまwakeha翼1隻e
それだから　　　　なにか　もの㈲こう　両颪（を）使い慰けるのo
biqk：unt　3ゴ．宅a浄∫a　asoblni　i（1te
びっくり　　したわ　遊びに　　行っ．て◎
watas1でa　＄○冠r！a　zjOOzuni　joO　cukawaN　oidejas二L七anaNむe
わたしら　　　そんな　上手に　　使えない。　　　論いでやすなんて○
○工deja＄臆もOka　ne　SONna　cuk：OO七a　kOto　naiwa迦are七ek：ara　　　・
おいでやすとか　　　ね。そんな（こと）使った　　こと　ないわ　　生まれてから。
Oid鱒asUwa　Cukauwa
「おいでやす」は使うわ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ畷22一
O　cukau
　　　使う？
9　huN
　　　　うんo
O　　ookini七〇k二a　ju，U
　　　　「細お・きに」（ありがとう）とか　書う？　tt
9　juu　．・
　　　　言うo
O　soo
　　　　そう◎
9k：a翼ni耳e七Qka
　　　　「かんにんえ」（ごやくgね）とか。
O　kaNniNewa　」’eru’k＃edo
　　　　「かんにんえ」は　言うけど。
9　soo
　　　　そうQ
e O烹dejas疑もQka　sonO　Okosija＄U七〇ka　nee
オイデヤスとか　・．．その　　オコシヤスとか　　　ねo
9　h冠N
O　atasino　o’tomodac．i　ob．」’oolbal　ne　sl．t・ebatsT　rro　aqcirto
　　　　あたしの　　澄友達（が）　商売（を）・　　　して・る　　の。あっちの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ
a’nO　K景z300no
あの　九条の　．
hoode　ne
　方で　　ね。
sosite　jaqparl　oEyi．ja！rusaN　k±ahag’taxa　a．a　ee　hitoniwa　okosijasu
そして　やっぱり　お溶さん㈲．｛．来たら　　　　いい・お溶には　　オコシャス
juuj　aqte　ne　（t）　hee）
ウて言うんだってね。
）ide　t」aJLs．Mie　becvLni’　domo　ee　j　oona　！t［Lton　Lwa　e　oidejasiLigte　juu
で　大して　　　別に　　どうでもいいような　　人には　　　オイデヤスって　　言うo
9　13a　Jawa
　　　　いや　だわ。
レ
ー“1？際一一
㍉
℃
「
ノ
へ
」
／
㌻
．
＄oyユa翼　〔｝uu七ahaq，七a　jOO
そう　　言ってたわ　　よo
Nna　a七asi　kaejoO
じゃ私　変えようo
S・Ona　hQ｝ξ（1．e　a七asira　nee　aNmari　juwahe　N　ju疑七e　juq七e七a　Nj　akedo・
それじゃそれで　わたしたち　ね　　あんまり　言わないって　言って　　言ってたんだけどo
wa七asi　iqpeN　gihuno　siN］ruino　iee　iq七e七a　七〇ki　ne　Okj　akusa　N
私．　　　いちど　　岐阜の　　親類の　　家に　行ってた　時　ね　お溶さん（カう
kjahaq七e　ne　hOi七e　Oidejasuq七e　cui　de七a均a　τ｝e
　　来て　　　ね，そして，　オイデヤスって　つい　出たのよ。
：叛O璽雛a　he｝asa　kaO　site　ziユroziユでO　mi］X’ave猶もe　ne　わiq．kuでi　si七e　hiqk二〇短de
そしたら　変な　顔をして　　ジロジロ　　見られて　　ね　びっくり　して　ひっこんで
　ロ　　　　　ヒし
3ユ斑○しa，
し寮つた。
”；s　a．　“s　a＄i七〇kαユ。　he　N　ne　waでika七a　ki七a捻i　cikai　des，fio
わたしのところの　へんね　わりに　　北に　 近い　でしょo
i－Qsita［ca　an。o　lcewrtgewiook：ara　ne　Obasa環癌U］riN幻．ahaでun。　N　3asaija
そしたら　　あの　　上賀茂から　　　ね　　おぜさんが　売りに　　来るの　　　　野菜や
asa七〇（差七a凱05　箆e
あさ　採った　もの（を）ねo
q，七aエ’a　Σr｝aia＄a　gO瓢e箪3asさユ　Okusaa　N　kこ｝OQwa　jasai　αOQdG＄V・lk　jUU七e
　ったら　毎輯　　　ゴメンヤス　オクサーン　キョーワ　ヤサイ　　ドードスー　　って
hai儀七e　kjaha〕：　ngO　nee
はいって　　来るのよ　　　ねo
a：｛　e・　kii七aT．a　k：」○〇七〇rasii　naa七e　icudemO　OmOUwa
あ托を　聞いたら　　京都らしい　　なあって　いつでも　，曽、うわo
SOQ　捻ee
そう　ね。
・寅na　juu　hi七・m・・SU㎞nai鵜・Nn。
あん卿言う繍も妙い．ものね・
；さukunai　ne
すくない　な’。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“124｝
8
8
Q
／
　ミ
8．
waqka　waqka±　hitodemo　’iwaha＝uno
　若い　　若い　　　人でも．　　言うの。　　　　　　　．　　　　　t”’
heee
mada　saNzjuu　Durai　kai　na
　まだ　50ぐらい　　　　かしらo
ano　dosu七e　juunOwa　dGOnaN　a㎜ari　ii　ko七。ba　cigau蛎O　nee七asika
　あの　ドスって　いうのは　どうなの，あんRりい硲ことばじゃ　ないのよ　ね　確かo
soodosuqte　juuno　sap．k　dooktt＋　naaq
　ソードスって　言うの？さあどうかなあO
demo　kjOO七〇be冠jasii
　でも　　京都弁だから。
becuni　waTuiqeomo　oimovt’tl？，e」｝lket“Lo　naa
　別に：　　悪いとも　　　思わないけど．　　ねo
sizeNni　kii“betara　watasi　d　oc，’i’n・uo　naikeeJo　na｝ika　hanas2te　n－e　dosudake
　　自然に：　聞いてたら　　わたし　　どうも　ないけど　なにか　　話してね　　　rどす」だけ
kri．　，ara・e　he贈・脚虹・鞭u
　聞いたらね変な　感じがす1る．（わ）
±sj．kj　siqdasi’taxa　oka・　s．‘・．　LnaNd．emo　k－ikosrusi
　慧識　　しだしたら　　語かしく　　なんでも　　聞こえるしo
soo，ia　．，　’　・
・’
　そうよO
a搬器犠　．ρ繍農濃ち漢1謬糖と瓢禦難驚鍔窯
」・k・d・七・ゆ・晦ee圃e　1…r琴・面七・n・6・a・・a・i、m・Q
　　よく　でて　　ぐる．わ◎　　　．で　・もう　函かしくて　ね。　わたし　もうo
ma七a　nj　akg　njaN煽a1競aN　3UU七e　O］L’osiOi　　，・．．．．、　F
　また　＝ヤン＝＝　tン　ニャン＝ヤン　と言って　k一もしろレめ
’cukaqteTu　toki　tokido／ku’　dokiqto　su　ruwaa　njaNnapte　juntee
　使ってる　　　時　　時々　　　　どきっと　　するわ，　ユヤンなんて　　言うとo
mae　iqpe　N　iede　teepux－mwkoodaa　kakeqpanasi　sitoita　koto　aNnjanee
　前　いっぺん家で　　テープv＝　一一ti「一（牽）かけつぱなし（K）しといた　　ことが　夢るのよねQ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　125一一・
Q
／
．
「
＜
．
蝉
、
ノ
〉
．
、
、
ぴ
「
：
う
．
〔
ご
○
i・n・hi七・」・・taa・nee　」・qp・・i　k」b・七・br曲・・ud・・究」鋸・・，よ
家の八　　　　っていったらね　やっぱり　京都弁　　　まるだし　　だわ。「／l　　tt』
hee
lkU：ぐa　箪ani　si七emo　ne
いくら　なに　　しても　ね〇
七。・kj6・be・mao　h鷹si　waka開ahe喪箆・
東京弁の　　　　　話　　　　わからない‘秘11
tool．LjoobeN
東京弁。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『∫　　　．　　　　　　　　’』・　　　’く
七〇Gk300be蔑ao　ha換asi
東京弁の　　　　　話Q
t・，，：n．oo　iLt　oolie：tr　ootoe　N　n．ee　k］’一cuu　kikoerrtin　j　aa
　あの　　．東京弁　　　　ね　　きつく　．聞こえるのよo
UN
う．ん。
kO訟aida灘。　iq七eq七a　Nj　akedo　ne　ke鎚（a　託ミi七ehaで㎜i七ai　kikOeNnO　jo　ne
　こないだも　　いってたの，だけど　　ね　　喧嘩　　．してるみたい㈹　　　聞こえるのよ．ね◎卜
u聾
うん◎　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　．・　　　　’　　　　　　　　．・．
t，iio　pe　N　po　N一’　poNt・o　ls：oo　kotobao　na　ijeterugtc一一　juu　kcte　ptTzi，　ja　ne
屯うポンポン　ポンと　こう書葉を　　　投げるって　　　いう感じ　　　よ　ね◎．
k一；。ideユ！ユ・陥もasエrage．　t・。Okjooe　iq七e　nee　hNde七60kjOQ捻○・繊a⑳
それでももう私た励ミ　東京へ　行ってin。　’で　東京の　　女の
三！i七〇ga　a聾鑓aごi　七〇〇k：jOObe　Nde　Sjabeq七eharU七〇　n：ee　皿OOSagOO
人が　　　あんまり　東京弁で　、　　しゃべってると　　　ね。　ものすごく
eeq七〇〇ka巌近七ai　kaNziihi　N
劣等感みたいな（ものを）感じない？　　い・・　　　　　　．．tt
’，u．N　soo　．］a　ne　．うんそう　よ　ね。
ka鋪zi工・u　ne
感じる　　ね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繭筆2dr　　・．，塾・．．　　・・．
7’　boN　hNmani　oiy．iaNj　a
　　ほんほんとに：　いらっしゃいよ。
5　　i（三七aj　a耳　konaida
　　いったじゃないこのあいだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　i血i販的七aj　alrO　G
　　いなかっただろう。
？　　sOQ　ja　anO　七〇kinaa　N　iihi煎ka（互七asii
　　そうね。あのときは　　うん　居なかったから。
｝．E2一
8　　aq㌻OO＄are七e　simO七e　七azi七azi七azi七azi。。。
　　　　圧倒されて　　　し凌ってタジ　タジ　タジ　タジ’。◎◎
O　nee　soo　jaa
　　　　ねそう　　よα
　　wazato　kjOO七〇beNde　sjabe儀七aでi　SUでしL［k：e（io
　　　　わざと　京都弁で　　　しゃべったり　するけど
　　　cjoawh，　to　ne　kaNz2ruwa
　　　　ちょっとね感じるわっ
jaqpari　nc“eNka　Re　naNka
やっぱりなにかね。　なにか
7璽27蝉
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